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旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会 有識者会議（第２回） 
会 議 録（公表用） 

 

日 時 令和 8 年 3 月 2 日（月）15 時 45 分〜17 時 10 分 

場 所 東川町農村環境改善センター 第三研修室 

出席者 
有識者６名（１名は欠席）／町役場 菊地町長以下 6 名／アドバイザー

１名小島氏 

配付資料 式次第 
 
※本会議録は公表用に発言の要旨を整理したものです。設計提案に関する個別評価は要点を整理して記載し

ています。 

１．開会・あいさつ 
○ 町長：2 つの設計事務所から提案をいただいた。まちにとって必要なものを議論を重ね

て取捨選択し、町民の期待を裏切ることがないよう進めたい。さまざまな意見を賜り

たい。 

２．配布資料説明 
今後の計画として、道草館に隣接するバスセンターの整備（路線バスとしずくラインの発

着、待合所と居場所の設置）、道の駅周辺の再生、室内練習場の整備、郷土館の活用の方

向づけなどを説明した。 

３．有識者からの意見（要旨） 
2 つの設計提案について、収蔵と展示を両立させる方向性や、道路を移設し歩行者にやさ

しい環境を整える考え方が評価される一方、要件定義やターゲティングをより明確にすべ

きとの意見が出された。今後、両提案をどのように収束させていくかが論点として共有さ

れた。 

○  有識者：椅子以外の生活デザインに関する展示も取り扱うことが重要である。収蔵と展

示を両立させ、貸出や企画展にも利用できる方向性は、町のビジネスにも資する。 

○  有識者：生活デザインミュージアムとしてのはたらきが見える施設を期待する。観光拠

点・文化拠点・日常拠点のいずれとするかを考える必要がある。集客に伴うオーバー

ツーリズムの可能性を懸念しており、計画段階での対応が重要である。 

○  有識者：機能の羅列ではなく、暮らしに溶け込んだ学びや気づきのある施設であってほ

しい。早期に具体的なあり方の方向性を詰めていただきたい。 

○  有識者：財政面ではふるさと納税による資金調達の割合が大きいと認識している。ラン

ニングコストと基金の想定を明確に示し、将来の大規模修繕の時期も見据えた財政計
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画と情報公開をお願いしたい。飲食機能については、町内の飲食店の状況や来場者予

測を踏まえ、商工会とも意見を交えて規模・業態を検討してほしい。 

○  有識者：町民とデザイン関係者の認識の乖離を時間をかけて埋める必要がある。全ての

物事はデザインの産物であり、利用者全員がデザインの担い手であると気づける場に

したい。オープンストレージは運営上リーズナブルで外部貸出にも適しており、経常

収益の見込みが運営上重要である。 

○  有識者：「住民が交わり学び合い豊かに生きること」「豊かさの発信」「木工産業の持

続性を高めること」という 3 つの目的を、ねらいと基本理念で簡潔に分けると納得感

が高まる。人づくりの観点を、子育て・関係人口の拡大・将来の産業人材育成の 3 つ

に細分化して考えるとよい。 

○ 町長（回答）：作品の外部貸出には内規を定めている。収益モデルは真剣に検討すべき

課題である。市街地における暮らしを守る観点から地域住民との説明会を予定してい

る。財政負担が大きすぎるという指摘については、収益と経済循環の構造を丁寧に確

認しながら説明していく。2 つの提案は双方適切に受け止め、構想として取りまとめた

い。 

４．今後の予定・情報発信 
事務局より、東町 2 丁目町内会説明会（3 月 15 日）、議会説明（3 月 30 日）、住民説明

会（4 月 19 日）、有識者からの書面意見聴取（5 月中旬頃）の予定を説明した。 

○  有識者：町民の間で認知が浸透していない印象がある。会議の開催状況は町民向けに公

表しているか。 

→ 事務局・町長：懇談会・住民説明会の実施概要や結果はホームページ・広報で公表

している。関心が高くない町民にも認知が行き渡るよう、引き続き周知に努める。 

以上 
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